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かるほかに，中国側参加者の後ろの方に，Mr and Mrs. Susumu Okanoの名があります。延安で日本
人捕虜の抗日教育をしていた岡野進＝野坂参三の当時の立場が分かると同時に，いろいろ噂のあっ
た野坂の「延安妻」の実在まで，明らかになりました。このように，中国共産党や中国革命関係の
資料は，本国档案館の資料公開の扉がなかなか開かなくても，英米文学史資料，ノーベル賞の政治
学や米中交流史の方から，見えてくることがあるのです。今後の日中関係史研究には，文化交流・
情報戦を含めた広い視野が必要と思われます。
おわりに――若い世代へのメッセージ
最後に，３月末に退職される五十嵐仁教授・前大原社研所長の依頼を受けて，若い世代の研究者
とアーキヴィストの皆さんへのメッセージを，簡潔に，４点述べておしまいにします。
第一に,「書を捨てずに野に出よ！」です。要するに，どんなテーマでも現場に行って第一次史
料にあたれ，ということです。ただし，先行研究や論点の整理なしで，いきなりインタヴューした
り第一次史料にあたっても，宝の山の表面を撫でるだけです。「書を捨てて町に出よう」なら寺山
修司になりますが，書物を捨ててはいけません。周到で綿密な事前準備こそ，資料の山の中から真
珠を見つけることにつながります。
第二に，「すべてを疑え」で，これは年配の方ならご存じでしょうが，カール・マルクスの好き
な言葉です。ある問題を徹底的に追いかけていくと，その周りからいろいろ新たな問題が出てくる。
その際，通説や学問的常識・公式と衝突する場面にたびたび遭遇します。そこで引き下がるのでは
なく，史実と資料の方から通説を疑い，新たな仮説を立てる学問的勇気を持ってほしいと思います。
歴史の研究では，資料にもとづく実証ほど強いものはありません。
第三に，「19世紀機動戦・街頭戦から，20世紀の市民社会における陣地戦・組織戦へ」というの
は，20世紀マルクス主義の系譜でほとんど唯一生き残った，アントニオ・グラムシのヘゲモニー
論のテーゼです。私はその延長上で，「20世紀陣地戦・組織戦から21世紀情報戦・言説戦へ」と提
唱しています。全くの偶然ですが，外務省に近い東京大学田中明彦さんの「権力・金力から言力政
治へ」，あるいは米国民主党政権の有力ブレーンであるハーバード大学ジョセフ・ナイ教授の「ハ
ードパワー（軍事力・経済力）からソフトパワー（文化力・魅力）へ」という外交理論とも重なり
ます。つまり，歴史研究，資料収集・発掘も，情報戦の一部で民衆の新しい歴史認識を創造する営
みだという自覚を持て，ということです。
一つだけ例を挙げれば，ウェブ上の辞書Wikipediaの活用の仕方です。学生のレポート試験のコ
24 大原社会問題研究所雑誌　№670／2014.8
ピペ答案によく使われるため，学界・教育界の評判は悪いですが，私は，これは民衆が作る百科事
典になりうるものであり，特に今や各項目数万人の参加とチェックで日々内容が更新される英語版
Wikipediaは，エンサイクロペディア・ブリタニカやアメリカーナよりも，読者数と信頼性を増し
ていると評価しています。特に，自分の研究テーマとの関係では，事象の評価でも人名・団体名で
も，必ず各国語版Wikipediaを比較するよう，お勧めします。地名で「日本海」の表記が韓国の
「東海」と対立するように，各国・各言語の主題に対するアプローチと重要度の違いが，記述の内
容ばかりでなく，記述分量・頁数からも分かります。
第四に，上記の問題と密接に関わりますが，私たちの住む「日本」自体が歴史的に形成された
「想像の共同体」であり，私たちの思考は，その内部でのみ通用する日本語によって媒介されてい
ることの，意味と限界の自覚です。自画像と他者感覚，記憶と記録，中心と周辺，鳥瞰図と虫瞰図，
社会構成主義といった，カルチュラル・スタディーズや表象研究からの問題提起は，大いに学ぶべ
きです。ただし，外国で第一次史料にあたると痛感することですが，私たちが日本語の基本資料で
学んだ事件や公式声明・協定などのイメージが，英語やドイツ語で読むと，微妙にニュアンスが異
なることがよくあります。古くはポツダム宣言のsubject to，最近でもダボス会議の安倍首相発言や
日米共同声明の解釈に，通訳と翻訳が介在して，国内イメージと対外発信がずれることがよくあり
ます。21世紀の日本近現代史研究では，日本語だけでの研究は肩身が狭くなり，一人一人の世界
への発信力が，不可欠になるでしょう。
（かとう・てつろう　一橋大学名誉教授・早稲田大学大学院政治学研究科客員教授）
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